
町民のうごき [ 平成 27 年 1月 1日現在 ]

■人　口　　5,987人 (‒ 8)　男　2,828人 (‒ 2)
　　　　　　　　　　　　　 女　3,159人 (‒ 6)
■世帯数　　2,578戸 (‒ 7)

PHOTO : 新春の候、色とりどりの花たちが凛と咲き誇り、新たな門出を迎え
ました。写真は新成人の着物の柄の一部です。詳しくは６ページへ。
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町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
２７
年
の
新
春
を
町
民
の
皆
さ
ま

と
共
に
お
迎
え
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

４
月
に
行
っ
た
８
％
へ
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
後
の
景
気
回
復
の
足
取
り
が
重

く
、
経
済
状
況
は
い
ま
だ
厳
し
い
ま
ま

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
台
風
の

相
次
ぐ
襲
来
に
よ
る
土
砂
災
害
、
御
嶽

山
の
噴
火
、
そ
し
て
、
徳
島
県
西
部
で

の
ゲ
リ
ラ
豪
雪
に
よ
る
孤
立
な
ど
自
然

は
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
１１
月
に
お
き
た
長
野
県
北

部
地
震
で
は
、
重
傷
者
を
出
し
な
が
ら

も
住
民
ら
の
助
け
合
い
に
よ
る
早
期
の

救
出
が
奏
功
し
幸
い
死
者
は
お
ら
ず
、

日
頃
の
絆
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。

一
方
、
徳
島
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
中

村
修
二
氏
ら
が
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
品
化
に

貢
献
し
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ

れ
る
な
ど
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
素

晴
ら
し
い
活
躍
も
あ
り
ま
し
た
。

わ
が
神
山
町
に
お
い
て
も
、
過
疎

化
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
課
題
を
抱
え

て
お
り
ま
す
が
、
豊
か
な
自
然
や
桜
の

植
樹
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
評
価

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
の
移
住
者
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
進
出
が
あ
り
現
在

で
は
１２
社
が
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
ま
で

に
成
長
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
付
随
し

て
カ
フ
ェ
や
ピ
ザ
屋
ま
で
オ
ー
プ
ン

し
、
相
乗
効
果
も
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。今

年
は
、
次
の
こ
と
を
重
点
的
に
、

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

産
業
振
興

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
ス
ダ
チ
や

梅
、
椎
茸
な
ど
の
販
売
促
進
に
力
を
注

ぎ
農
家
の
所
得
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、
鳥
獣
害
対
策
を
積
極
的
に
進
め
ま

す
。
ま
た
、
自
然
を
魅
力
と
し
た
観
光

や
農
業
体
験
を
積
極
的
に
進
め
、
特
産

品
販
売
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

防
災
対
策

役
場
本
庁
舎
の
耐
震
工
事
、
上
分
公

民
館
の
建
て
替
え
も
終
わ
り
、
防
災
行

政
無
線
も
３
月
に
は
デ
ジ
タ
ル
方
式
に

完
全
移
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
本
年
は
避
難
所
と
な
る
鬼

籠
野
小
学
校
一
ノ
坂
分
校
や
鬼
籠
野
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
工
事
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
ど

こ
で
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
る
か
を

予
測
す
る
地
図
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）

の
作
成
に
着
手
し
ま
す
。

過
疎
対
策

町
内
全
域
に
整
備
さ
れ
た
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
環
境
を
活
か
し
て
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
を
誘
致
し
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
な
ど
、
都
会
の
企
業
や
人
と

の
関
わ
り
の
中
で
、
新
し
い
過
疎
対
策

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
移
住

支
援
対
策
と
し
て
、
空
き
家
の
改
修
に

対
す
る
補
助
金
や
、
町
外
に
転
出
し
た

若
者
向
け
に
住
宅
の
建
設
・
改
修
を
す

す
め
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す
な
ど
若
者
定
住

の
施
策
、
そ
し
て
、
乳
幼
児
等
医
療
費

助
成
事
業
等
の
子
育
て
支
援
を
図
り
ま

す
。協

働
の
行
財
政

平
成
２３
年
に
策
定
さ
れ
た
神
山
町
総

合
計
画
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る

「
元
気
が
き
ら
り
咲
き
誇
る
神
山
町
」

の
実
現
を
目
指
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
職
務
を
遂
行

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の
積
極

的
な
行
政
へ
の
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

今
後
と
も
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
健
康
で
明

る
く
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
私
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

��
��
��
��
��
��
��
		

神山町長

後藤 正和

▲小泉進次郎議員視察の様子（里山みらい）
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神
山
町
議
会
１２
月
定
例
会
が
平
成
２６

年
１２
月
１６
日
か
ら
１２
月
２２
日
ま
で
の
会

期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
２６
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
１３
議
案
を
審
議
し
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

補
正
予
算

■
専
決
第
９
号
、
平
成
２６
年
度
神
山
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
２
８
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
４９
億
８
４
１
６
万

６
千
円
と
し
ま
し
た
。
選
挙
費
の
増
額

に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
６
２
万

９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
５０
億
８
８
７
９

万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧
費

の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
万
円
を

追
加
し
、
総
額
５０
億
９
３
７
９
万
５
千

円
と
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧
費
の
増
額

に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
７
１
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
９
億
７
７
７
０
万

５
千
円
と
し
ま
し
た
。
保
険
給
付
費
の

増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
８
６
２
８

万
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い

て歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
１
４
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
９
億
８
７
６
６
万

１
千
円
と
し
ま
し
た
。
地
域
支
援
事
業

費
の
増
額
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
万
６
千
円
を

追
加
し
、
総
額
１
億
２
６
０
１
万
１
千

円
と
し
ま
し
た
。
総
務
費
の
追
加
に
よ

る
も
の
で
す
。

条
例
改
正

■
専
決
第
８
号
、
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国

後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

神
山
町
条
例
第
１５
号
、
第
１
条
神
山

町
重
度
心
身
障
害
者
等
に
対
す
る
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
４８
年

条
例
第
２
号
）、
第
２
条
神
山
町
営
住

宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平

成
９
年
条
例
第
２３
号
）、
第
３
条
神
山

町
単
独
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
（
平
成
１２
年
条
例
第
５７
号
）
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
神
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

神
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
（
昭
和

３４
年
条
例
第
６
号
）
の
第
６
条
第
１
項

中
「
出
産
育
児
一
時
金
と
し
て
３９
万
円

を
支
給
す
る
」
を
「
出
産
育
児
一
時
金

と
し
て
４０
万
４
千
円
を
支
給
す
る
」
に

一
部
を
改
め
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
平

成
２７
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

す
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

３２
年
条
例
第
１７
号
）
第
１２
条
第
２
項
第

２
号
ロ
中
、
通
勤
手
当
の
額
「
４
千
百

円
」
を
「
４
千
２
百
円
」
に
す
る
な
ど

の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

そ
の
他

■
神
山
町
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
施

設
整
備
工
事
（
第
２
期
）
変
更
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

追
加
工
事
の
た
め
、
請
負
契
約
中

「
４.

契
約
金
額
２
億
６
１
９
０
万
円
」

を
「
４.

契
約
金
額
２
億
７
４
７
２
万

９２
円
」
に
改
め
ま
し
た
。

■
平
成
２５
年
度
中
央
簡
易
水
道
施
設
設

備
工
事
（
中
央
配
水
池
）
変
更
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

追
加
工
事
の
た
め
、
請
負
契
約
中

「
４.

契
約
金
額
１
億
３
１
０
５
万

４
７
０
０
円
」
を
「
４.

契
約
金
額
１

億
３
８
２
１
万
６
２
４
０
円
」
に
改
め

ま
し
た
。

■
平
成
２６
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
集
中

監
視
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
変
更
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

追
加
工
事
の
た
め
、
請
負
契
約
中

「
４.

契
約
金
額
１
億
１
６
６
４
万

円
」
を
「
４.

契
約
金
額
１
億
３
１
５
３

万
３
２
０
０
円
」
に
改
め
ま
し
た
。

神
山
町
議
会

１２
月
定
例
会

平成２７年１月１５日発行３
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◆◆
徳
島
県
知
事
表
彰

阿
川
分
団

副
分
団
長河

端

克

己

鬼
籠
野
分
団

副
分
団
長

森

一

博

下
分
分
団

副
分
団
長尾

西

弘

史

上
分
分
団

第
２
部
団
員

森

長

理

◆◆
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功

績

章

広
野
分
団

副
分
団
長坂

東

義

幸

神
領
分
団

副
分
団
長中

谷

秀

久

上
分
分
団

副
分
団
長阿

部

健

治

下
分
分
団

第
５
部
団
員

上

野

修

精

績

章

上
分
分
団

第
４
部
班
長

山

田

昇

司

広
野
分
団

第
２
部
団
員

樫

本

浩

阿
川
分
団

第
３
部
団
員

宮

本

和

明

鬼
籠
野
分
団

第
４
部
団
員

大

西

功

一

鬼
籠
野
分
団

第
４
部
団
員

河

野

栄

介

神
領
分
団

第
２
部
団
員

中

村

哲

也

下
分
分
団

第
３
部
団
員

宮

本

雅

昭

内
助
の
功

鬼
籠
野
分
団

分
団
長

中
川

雅
彦

妻
寿
美
江

上
分
分
団

副
分
団
長

藤
原

宏
一

妻
良
美

広
野
分
団

第
４
部
団
員

尾
道

精
三

妻
房
子

阿
川
分
団

第
１
部
団
員

西
浦

正
剛

妻
郁
代

鬼
籠
野
分
団

第
３
部
団
員

中
西
富
士
男

妻
隆
子

◆◆
徳
島
県
消
防
協
会

名
西
地
方
分
会
長
表
彰

神
領
分
団

第
３
部
班
長

和

田

修

神
領
分
団

第
５
部
班
長

門

田

誠

一

下
分
分
団

第
５
部
班
長

丹

下

誠

治

広
野
分
団

第
１
部
団
員

ラ
ブ
・
グ
レ
ッ
グ
ト
ー
マ
ス

広
野
分
団

第
１
部
団
員

多

田

誠

二

広
野
分
団

第
５
部
団
員

花

井

浩

志

鬼
籠
野
分
団

第
１
部
団
員

西

野

芳

和

鬼
籠
野
分
団

第
１
部
団
員

佐
々
木

大

輔

神
領
分
団

第
６
部
団
員

大

元

龍

児

神
領
分
団

第
６
部
団
員

北

村

英

也

神
領
分
団

第
７
部
団
員

松

本

衛

下
分
分
団

第
１
部
団
員

草

本

俊

寿

下
分
分
団

第
１
部
団
員

長

尾

賢

治

下
分
分
団

第
３
部
団
員

喜

来

誠

司

下
分
分
団

第
３
部
団
員

谷

脇

隆

仁

◆◆
神
山
町
長
表
彰

鬼
籠
野
分
団

第
１
部
団
員

佐
々
木

直

巳

広
野
分
団

第
２
部
団
員

河

上

通

則

広
野
分
団

第
５
部
団
員

田

中

新

也

阿
川
分
団

第
２
部
団
員

川

崎

準

貴

鬼
籠
野
分
団

第
２
部
団
員

河

野

智

史

鬼
籠
野
分
団

第
２
部
団
員

岩

田

康

佑

鬼
籠
野
分
団

第
４
部
団
員

林

芳

和

神
領
分
団

第
１
部
団
員

相

原

勝

◆◆
退
職
消
防
団
員
感
謝
状

下
分
分
団

分
団
長清

水

忠

阿
川
分
団

第
３
部
班
長

森

下

知

鬼
籠
野
分
団

第
１
部
班
長

佐
々
木

祥

之

鬼
籠
野
分
団

第
３
部
班
長

森

由

仁

広
野
分
団

第
１
部
団
員

後

藤

正

明

神
領
分
団

第
２
部
団
員

大

宅

泰

司

下
分
分
団

第
１
部
団
員

山

根

実

下
分
分
団

第
２
部
団
員

佐
々
木

高

助

◆◆
消
防
協
力
者
感
謝
状

神
山
町
阿
野
字
広
野大

草

賀
壽
男

平
成
２７
年
１
月
４
日
、
新
春
恒
例
の
神
山
町

消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
消
防

活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
の
方
々
な
ど
に
表

彰
状
や
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
井
住
団
長
よ
り
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

処
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
防
災
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
地
域
の
災
害
対
応
能
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
日
々
努
力
を
重
ね
業
務

に
精
励
す
る
よ
う
告
示
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
状
・
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

平
成
２７
年
神
山
町
消
防
出
初
式

平成２７年１月１５日発行５



新
成
人
代
表
謝
辞新

成
人
代
表

原
田

佳
祐

本
日
は
、
私
た
ち
新
成
人
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
盛

大
な
式
典
を
挙
行
し
て
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

重
ね
て
、
今
日
ま
で
私
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
導
い
て

く
だ
さ
っ
た
家
族
や
地
域
の
皆
様
方
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

新
年
の
幕
開
け
と
共
に
、
今
日
の
日
を
迎
え
、
私
た
ち

は
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
神
山
町
は
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
や

様
々
な
起
業
が
あ
り
、
移
住
さ
れ
た
方
々
の
活
動
が
地
域

に
と
け
込
み
、
町
の
魅
力
が
高
め
ら
れ
、
多
数
の
メ
デ
ィ

ア
に
発
信
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
町
が
注
目

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
、
私
た
ち
自
身
も
自

ら
の
魅
力
を
高
め
、
地
域
社
会
に
貢
献
出
来
る
よ
う
、
日
々

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

自
分
ら
し
く
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、

神
山
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
事

を
誇
り
と
し
、
感
謝
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
�
	

平
成
２７
年

神
山
町
成
人
式

��
�
�
�
�
�
�

平
成
２７
年
神
山
町
成
人
式
が
１
月
２
日
（
金
）
に
神
山

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
該
当
者
は
、
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
３９
人
で
、
３１
人
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
新
成
人
の
み
な
さ
ん
は
新
た
な
気
持
ち
を
胸
に
、

多
く
の
来
賓
、
保
護
者
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
成

人
の
門
出
の
祝
い
を
受
け
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影
と
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
記

念
講
演
で
は
、
株
式
会
社
え
ん
が
わ
代
表
取
締
役
社
長
の

隅
田
徹
さ
ん
よ
り
「
あ
り
が
と
う
、
神
山
、
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
」
と
題
し
て
、
神
山
町
で
展
開
さ
れ
て
い
る
事

業
の
こ
と
や
、
神
山
の
魅
力
な
ど
を
、
自
身
の
経
験
を
も

と
に
、
新
成
人
に
向
け
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町長から記念品を受け取る西崎有希さん

外で記念撮影を行う新成人 記念講演を行う隅田徹さん

謝辞を述べる原田佳祐さん

６広報かみやま No.２９６



�上分地区�
男性１人・女性０人・計１人

西森 大地

�下分地区�
男性１人・女性２人・計３人

原田 佳祐
仁志しおり
王 歓

�鬼籠野地区�
男性１人・女性２人・計３人

佐々木慎也
西崎 有希
森下 結花

�阿川地区�
男性０人・女性１人・計１人

尾崎 怜実

�神領地区�
男性３人・女性６人・計９人

河野 貴志
杉本 匡生
西岡 尚秀
上野安香音
加藤 あい
河野 麻衣
千田 翔子

林 亜里彩
水上 梨沙

�広野地区�
男性１６人・女性６人・計２２人

粟飯原慶彰
大草 晃
大草 拓也
大野 誠二

釜 周平
河野 雅俊
楠 浩平
佐賀 祐太
坂本 貴宣
佐々木智也
高橋 佑輔
原田 拓実
坂東 佳祐

細井 泰賀
森 大地
山下伸二郎
阿部いずみ
粟内 沙紀
蔭山玖瑠美
川内 理江
中原 千尋
森 千秋

広野地区の新成人

上分・下分・神領・鬼籠野・阿川地区の新成人

［男性２２人 女性１７人 合計３９人］敬称略平成２７年成人式該当者名簿

平成２７年１月１５日発行７
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１１
月
１７
日
か
ら
１８
日
、
高
知
県
馬
路

村
へ
視
察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

馬
路
村
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
「
ゆ
ず
の

町
」
と
し
て
有
名
で
、
ゆ
ず
ド
リ
ン
ク

「
ご
っ
く
ん
馬
路
村
」
は
年
間
６
０
０

万
本
、
ポ
ン
酢
し
ょ
う
油
「
ゆ
ず
の

村
」
は
年
間
３
４
０
万
本
な
ど
加
工
品

が
大
ヒ
ッ
ト
、
年
間
売
上
げ
は
約
３４
億

円
（
昨
年
）
と
言
い
ま
す
。
す
ご
い
の

は
、
単
に
ゆ
ず
の
加
工
品
を
開
発
・
販

売
、
ヒ
ッ
ト
さ
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
な
く
、
ゆ
ず
の
搾
り
か
す
を
堆

肥
化
し
た
り
と
い
う
、
ゆ
ず
を
余
す
と

こ
ろ
な
く
活
用
し
て
い
る
取
り
組
み
。

そ
こ
を
ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

◎
有
機
栽
培
を
実
践

馬
路
村
で
本
格
的
な
ゆ
ず
栽
培
が
始

ま
っ
た
の
は
昭
和
３０
年
代
後
半
。
し
か

し
、
高
齢
化
な
ど
で
手
入
れ
が
行
き
届

か
な
い
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
な
か
な
か

き
れ
い
な
ゆ
ず
を
作
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
売
上
げ
が
伸
び
ず
、
や
む
を
得

ず
ゆ
ず
果
汁
の
販
売
を
は
じ
め
た
の
が

加
工
品
開
発
の
最
初
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
で
は
、
約
１
９
０
戸
の
ゆ
ず
農

家
が
、「
化
学
系
肥
料
・
農
薬
除
草
剤

は
使
用
し
な
い
」「
自
然
の
力
で
ゆ
ず

を
育
て
る
」
な
ど
の
農
協
の
指
針
に

則
っ
て
有
機
栽
培
（
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格

内
）
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
驚
い
た
の

は
、
農
協
が
ゆ
ず
の
全
量
を
買
い
取
り

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
農
家
は
安
心

し
て
ゆ
ず
作
り
に
専
念
で
き
、
農
協
は

ど
れ
ほ
ど
の
量
の
ゆ
ず
を
受
け
て
も
そ

れ
を
販
売
す
る
た
め
に
日
夜
加
工
品
開

発
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
信

頼
関
係
が
で
き
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

◎
搾
り
か
す
も
種
も
活
用

ま
た
、
馬
路
村
で
は
「
馬
路
流
自
然

循
環
型
柚
子
農
法
」
と
称
し
て
、
ゆ
ず

の
搾
り
か
す
と
村
の
製
材
所
か
ら
で
る

木
の
皮
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
発
酵
さ
せ
た

堆
肥
を
無
料
で
ゆ
ず
農
家
に
配
布
し
て

お
り
、
文
字
通
り
「
循
環
」
さ
せ
る
こ

と
を
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
ゆ
ず
種
か
ら
種

子
油
を
搾
り
、
新
設
し
た
化
粧
品
工
場

で
そ
の
種
子
油
を
原
料
と
し
た
化
粧
品

の
製
造
も
始
め
て
い
て
、
ゆ
ず
の
種
ま

で
有
効
活
用
し
よ
う
と
い
う
そ
の
徹
底

振
り
に
目
を
見
開
か
さ
れ
る
思
い
が
し

ま
す
。

神
山
の
す
だ
ち
も
い
ろ
い
ろ
な
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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町のいたるところに馬路村デザイン

配送場もゆず色で統一するという徹底振り
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城西高校
神山分校

神山町役場

リヒトリヒト
カミヤマ

国道438号

クリーニング
鍛雨

乞
い
の

滝
方
面

道の駅

１
月
１５
日
、
寄
井
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
靴
の
お
店
＆
工
房
「
リ
ヒ
ト
リ
ヒ
ト

カ
ミ
ヤ
マ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

お
店
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
神
山
塾
６
期
生

（
Ｈ
２６.

２
月
〜
８
月
）
と
し
て
神
山
に

か
な

ざ
わ

こ
う

き

移
住
し
た
金
澤
光
記
さ
ん
（
２９
）。
お
店

の
こ
と
、
移
住
の
こ
と
な
ど
、
金
澤
さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。

◆
移
住
の
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か
？

最
初
は
奥
さ
ん
の
実
家
が
あ
る
徳

島
で
暮
ら
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
徳
島
に
訪
れ

る
う
ち
に
「
神
山
塾
」
の
こ
と
を
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
、
半

年
間
神
山
で
暮
ら
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。

◆
神
山
塾
終
了
後
、
神
山
に
残
っ
て
お
店

を
開
こ
う
と
思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

最
初
は
何
か
他
の
仕
事
を
し
な
が

ら
、
空
い
た
時
間
に
靴
の
製
作
を
し

て
、
２
、
３
年
し
た
ら
ど
こ
か
で
お

店
を
開
こ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、
た
ま
た
ま
、
神
山
塾
在
籍
中
に

今
の
店
舗
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
場
に
立
っ
た
と
き
、「
で
き

そ
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
お
店
の
イ

メ
ー
ジ
が
湧
い
て
き
た
ん
で
す
。
そ

こ
か
ら
は
、
お
店
を
開
く
こ
と
を
前

提
に
、
沢
山
の
人
と
話
し
、
自
分
の

中
で
も
よ
り
具
体
的
に
な
っ
て
い
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

◆
靴
職
人
に
な
っ
た
の
は
ど
ん
な
経
緯

だ
っ
た
の
で
す
か
？

高
校
を
卒
業
後
、
兵
庫
県
の
医
療

福
祉
の
専
門
学
校
で
整
形
靴
科
に
入

り
、
靴
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
主

に
障
害
者
の
人
が
使
う
靴
を
作
る
工

程
を
学
ぶ
の
で
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
だ

け
で
は
な
く
、
よ
り
機
能
が
重
視
さ

れ
る
そ
の
世
界
。
靴
を
履
く
方
や
ご

家
族
な
ど
と
細
か
な
相
談
を
し
な
が

ら
、
安
全
で
よ
り
デ
ザ
イ
ン
性
の
あ

る
も
の
を
と
、
一
生
懸
命
励
ん
で
き

ま
し
た
。
卒
業
後
は
、
ド
イ
ツ
に
も

留
学
、
そ
の
後
、
国
内
で
靴
職
人
と

し
て
の
仕
事
を
続
け
ま
し
た
。

◆
神
山
で
は
、
ど
ん
な
お
店
を
展
開
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？

足
は
ひ
と
り
ひ
と
り
本
当
に
違
う

ん
で
す
。
癖
、
生
活
ス
タ
イ
ル
、
仕

事
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
違
い
が
足

を
変
え
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
靴
は
、

靴
底
（
イ
ン
ソ
ー
ル
）
を
変
え
る
だ

け
で
も
全
く
違
う
履
き
心
地
を
味
わ

う
こ
と
も
出
来
ま
す
。
機
能
と
デ
ザ

イ
ン
の
両
方
に
こ
だ
わ
っ
た
靴
を
作

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ

の
選
び
方
、
素
材
の
選
び
方
、
い
ろ

ん
な
靴
の
選
び
方
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
、
本
当
の
靴
の
面
白

さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
お
店
を
目

指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

軌
道
に
乗
っ

て
き
た
ら
、

奥
さ
ん
に
も

手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
、
一

緒
に
お
店
を

や
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。

神
山
町
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
に
提

供
し
て
頂
け
る
空
き
家
の
情
報
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
「
神
山
町
に
移
住

を
し
た
い
の
で
す
が
」
と
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
っ
た
件
数
は
、
平
成
２５
年

度
で
８５
件
、
今
年
度
（
平
成
２６
年
１１

月
末
現
在
）
も
４３
件
も
の
お
問
い
合

わ
せ
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

ご
希
望
さ
れ
る
方
の
数
に
対
し
、
提

供
で
き
る
空
き
家
が
非
常
に
少
な
い

と
い
う
現
状
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
移
住
を
ご
希

望
さ
れ
た
方
の
中
で
も
お
子
様
連
れ

の
若
者
夫
婦
や
若
年
者
を
優
先
し
て

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
移
住
者
が
入
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
空
き
家
の
荷
物
の
片
付
け
や

掃
除
な
ど
も
、
セ
ン
タ
ー
が
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
と
、
不
安
な
点
や
ご
不

明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
神
山

町
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
頂
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

神
山
町
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

�
０
８
８－

６
７
６－

１
１
７
７

担
当

地
域
お
こ
し
協
力
隊

田
中

�
�
�
�
�
�
�
	

�

�
�



地域おこし協力隊

田中 泰子
グリーンバレーが取
り組む移住交流支援
事業について、詳し
くお伝えします。

かな ざわ こう き

金澤 光記さん（２９）愛知県出身

□お店の情報
【LICHT LICHT KAMIYAMA】
お店の名前：リヒトリヒト カミヤマ
※「リヒト」はドイツ語で「光」という意味

営業時間：１２：００～１９：００（火・水曜日休業）
住所：神山町神領字北２１３－１
電話：０８８－６３６－７９２０

神
山
町
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
空
き
家
提
供
の
お
願
い

平成２７年１月１５日発行９
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食生活改善推進協議会が
厚生労働大臣賞を受賞

１１月７日、神山町食生活改善推進

協議会が、平成２６年度栄養関係功労

者厚生労働大臣賞を地区組織として

受賞しました。

当協議会は平成９年に設立され、

以来１７年にわたり「私たちの健康は

私たちの手で」を合い言葉に、自主

的な地区組織活動に取り組み、住民

の食生活改善や健康の保持増進に貢

献されております。今後益々のご活

躍をご期待いたします。

小泉進次郎政務官らと
テレビ会議

１１月１３日、経済団体等がサテライ

トオフィスを視察に訪れ、昼からは

神山バレー・サテライトオフィス・

コンプレックス（下分）で神山町、

美波町や三好市そして東京霞ヶ関の

小泉政務官らとテレビ会議でランチ

ミーティングが行われました。

これは内閣府が職員を神山町に派

遣したのに伴い開催されたもので、

テレビ会議では各市町でのサテライ

トオフィスの取り組みが紹介され、

それについての質疑応答がなされま

した。小泉政務官は新しい働き方に

対し、政官民で新しい取り組みがで

きたら良いと話していました。

第１回
下分よこの市開催

１２月７日、下分公民館で下分まち

づくり実行委員会による、よこの市

が開かれました。

よこの市とは住民らで行う蚤の市

のことで、今回初めての試みで町内

外から３６の団体が参加し、それぞれ

２畳分のスペースで神山の農産品や

杉の木細工、洋服や雑貨などが出品

されました。また、高齢のためこの

場所に来れない住民から出展品を預

かって実行委員が代わりに販売した

り、焼き芋や豚汁など体が温まる食

べ物も販売されるなど、たくさんの

人で賑わいました。

よこの市という名前は、元から居

る住民も新しく来た住民もみんな横

一列になって手を取り合いやってい

こうと名付けられました。

実行委員の松浦さんは今後も第２
きずな

回３回と続け、住民同士の絆を深め

て行きたいと話していました。

人権座談会開催

１２月９日、第６６回人権週間（１２月

４～１０日）に合わせて、神山中学校

において「人権座談会」が開催され

ました。生徒の皆さんと先生方、神

山町人権擁護委員さん、法務局職員

の方が一緒になって、相談事例をも

とに人権問題について話し合い、人

権意識を高める時間となりました。

阿波人形浄瑠璃と
襖からくり上演

１０月３０日、「阿波農村舞台と人形

浄瑠璃」教育プラグラム公演が行わ

れ、小野さくら野舞台（神領）に神

山中学校と神山東中学校１年生らと

城ノ内中学校の生徒らおよそ１００人

が見学に訪れました。

生徒らは地元寄井座から人形浄瑠

璃の基礎や鑑賞のポイントの説明を

受けたあと、傾城阿波の鳴門巡礼歌

の段と、小野さくら野舞台保存会に

よる襖からくりを鑑賞しました。見

事な襖の変化に会場は拍手に包ま

れ、その後、中学生らは襖からくり

の舞台裏を見学しました。

次は４月の第２日曜日に春の定期

公演が行われる予定です。

▲襖に描かれた龍の絵

▲よこの市の様子

▲テレビ会議の様子

▲会長の森本知世子さん

１０広報かみやま No.２９６
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城西高校神山分校に
図書を寄贈

矢内敏弘氏（下分）は、母信子氏

のご逝去に際し、城西高校神山分校

に図書５５４冊ほかCD、DVDなどを

寄贈されました。矢内氏は郷土への

思いが人一倍強く、特に林業には深

い造詣を持たれております。故人の

遺志を尊重して、後継者の育成と城

西高校の更なる発展を願い、この度

の寄贈となったものです。

城西高校神山分校では「いちご文

庫」として、今後の教育活動に活用

させて頂きますとのことでした。

あわ文化学校開校

１１月２２～２４、２８～３０日の６日間、

旧左右内小学校で県主催による、徳

島のことを少しずつ見たり触れたり

食べたりできる「あわ文化」の学校

（授業料無料）が開校されました。

授業内容は日により異なり、おひ

つ作りを見学したり、藍染めの布か

ら糸を抜く体験教室などが行われた

ほか、半田漆器の展示や、図書室に

は日本各地の文化情報誌が置かれ、

徳島だけでなくさまざまな文化を学

べる自習室となっていました。ま

た、調理室でなべやきなどのお菓子

が無料で振る舞われ来校者は小さな

給食を味わっていました。そして購

買部では、神田茶など徳島の各地域

の６種類のお茶を飲み比べたり、あ

わ文化学校の指定鞄や地元のお店の

パンなどが販売されました。

初めて開校されたこのあわ文化学

校は、６日間でおよそ９００人が来校

し、山あいの小さな小学校は賑わい

を見せていました。

演劇公演会開催

１１月７日、広野小学校で青少年健

全育成神山町民会議主催の、小学生

や保護者を対象とした演劇公演会が

行われました。

今年度は、劇団民話芸術座による

「おけさのひょう六」（手塚治虫原

作）が上演されました。

舞台を間近で見ることで、様々な

音響効果や迫力のある演技を感じる

ことが出来ました。児童が舞台に上

がり、実際に劇に参加するといった

演出もあり、貴重な体験となりまし

た。

囲碁大会開催

１１月１日、平成２６年度１１月定例

会・神山町文化協会囲碁大会が農村

環境改善センターで開催されました。

A級

優 勝：高橋 等（１１点）３勝１敗

準優勝：南上義治（７点）３勝１敗

B級

優 勝：森 昌司 ６勝０敗

準優勝：笠井実吉 ４勝２敗

少女バレー神領大会
準優勝

１２月１４日、第２９回少女バレーボー

ル神領大会が、神領小学校体育館と

町民体育館で開催され、神領 JVC

チーム（６年生１人・５年生２人・４年

生３人・２年生２人）はAブロックで

準優勝に輝きました。

この大会は、ここ２年ほどメン

バー不足で開催されておらず、３年

ぶりの開催となりました。

ゴルフ大会開催

１１月２６日、神山町体育協会主催の

第１４回神山町民ゴルフ大会がタカガ

ワ東徳島ゴルフ倶楽部で開催され、

７１人のゴルフ愛好者が参加しまし

た。

結果は次のとおりです。

優 勝…谷川 吉延

準優勝…山田 幸冶

ベストグロス賞…井上 治郎７５

▲文化情報誌がならぶ図書室

▲図書室の一角にある神山いちご文庫

▲舞台に上がる小学生ら

▲タカガワゴルフ倶楽部

平成２７年１月１５日発行１１
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かみやま温泉
すだちマラソン

１１月２４日、第３１回神山温泉すだち

マラソンを開催しました。今年は町

内外から、５２２人のランナーが参加

し、秋晴れの中、日々の練習の成果

を競い合いました。また、３kmの

部では飯泉県知事も参加されまし

た。

大会運営スタッフの皆さん、

地域住民の皆さん、ご協力あり

がとうございました。

各部優勝者は次のとおりです。

■一般の部 １０km

女子優勝 仁木 千賀 ３８分１７秒

男子優勝 上田 康至 ３１分０３秒

■一般の部 ３km

女子優勝 友江菜穂子 １０分５６秒

男子優勝 有井 友哉 ９分２２秒

■スポーツ少年団の部 １．７km

女子優勝 尾木原実咲 ７分２８秒

男子優勝 影 龍昌 ６分１０秒

■ペアの部 １．７km

優勝 高橋 知之・高橋 亮太ペア

６分４８秒

ゲートボール
大会開催

１１月１２日、平成２６年度神山町ゲー

トボール大会が神山町老人ホームふ

れあいゲートボール場で開催され、

町内各地区から１０チーム、約５０人の

選手が参加しました。

試合は２コートに分かれリーグ戦

で競技を行い、日頃の練習の成果を

発揮し、競い合いました。閉会式で

は、神山町ゲートボール協会藤井会

長から、「どのチームも実力差は少

ない。また来年の大会に向け練習に

励んでほしい」と講評がありまし

た。結果は次のとおりです。

優 秀…第１コート ひまわり

第２コート 松葉

準優秀…第１コート

フレンドリー阿川

第２コート 広野B

第三位…第１コート 都

第２コート 紅葉

チェーンソー講習会
開催

１２月１３日、徳島中央森林組合で

「初めての方のチェーンソー講習

会」を役場、森林組合、グリーンバ

レー主催で開催しました。

２５人（経験者１５人、未経験者１０人）

が参加し機械の構造、取扱いの注意

点、目立ての仕方、玉切りの練習な

どレベルに合わせた講習を行い、午

後からは大粟山に会場を移し伐採の

注意点の説明を受け実際に伐採も行

いました。

梅の里で
耕作放棄地解消啓発活動

１１月２日、神山町農業委員会主催

で、耕作放棄地解消啓発活動を阿野

字本名で行いました。

地元農業者や農業後継者、その他

関係団体の総勢２６人の方々に参加い

ただき、約１，３００m２の耕作放棄地の

復旧作業を行いました。

参加者全員で耕作放棄地の草を

刈ったあと、バックホーで古い木の

根を抜き、全体をたがやしました。

参加者の熱心な作業により、予定

していた以上の耕作放棄地を復旧す

ることができました。

今回復旧した農地の周辺は、梅ま

つりの散策道になっており、町外の

お客様にきれいな神山町を見ていた

だけると思います。

町内にはまだ多くの耕作放棄地が

存在します。今後も、耕作放棄地の

解消にご協力よろしくお願いしま

す。

（参加団体）地元農業者、Agrist

神山、徳島農業支援センター、JA

名西郡、神山町役場、神山町農業委

員会

▲復旧前の農地 ▲復旧後の農地

▲町民グラウンドをスタート直後のスポーツ少年団たち

１２広報かみやま No.２９６
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町からのお知らせ町からのお知らせ

町
長
表
彰
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

神
山
町
で
は
、
広
く
町
民
の
方
に
敬

愛
さ
れ
、
町
民
に
明
る
い
希
望
と
活
力
を

与
え
る
こ
と
に
特
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ

た
方
に
対
し
、
平
成
２１
年
度
か
ら
「
神

山
町
長
表
彰
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

人
命
救
助
や
社
会
福
祉
、
文
化
、
産

業
、
教
育
等
の
振
興
に
功
績
の
あ
る
候

補
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
平
成
２７
年
１

月
３１
日
ま
で
に
「
表
彰
候
補
者
推
薦
書
」

を
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

元
気
づ
く
り
事
業
助
成
金
交
付
対
象
団
体

平
成
２６
年
度
に
、
町
民
が
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
地
域
活

動
の
取
り
組
み
に
対
し
て
３
年
間
助
成

金
を
交
付
す
る
神
山
町
元
気
づ
く
り
事

業
助
成
金
交
付
事
業
を
募
集
し
、
次
の

団
体
が
助
成
金
交
付
対
象
団
体
に
決
ま

り
ま
し
た
。

団
体
名

だ
い
す
き
神
山
！
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ

製
作
委
員
会

事
業
名

だ
い
す
き
神
山
！
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ

の
制
作
発
行

活
動
内
容

だ
い
す
き
神
山
！
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ

を
制
作
し
、
各
年
５
、
０
０
０
部
を

発
行
す
る
。

総
事
業
費
（
平
成
２７
〜
２９
年
度
）

９
４
０
、
０
０
０
円

交
付
予
定
金
額
（
平
成
２７
〜
２９
年
度
）

５
４
０
、
０
０
０
円

漏
水
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
定
期
的
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

漏
水
の
確
認
方
法

１.

家
庭
に
あ
る
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉

め
、
水
を
使
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
す
る
。

２.

水
道
メ
ー
タ
ー
の
ふ
た
を
開
け
る
。

３.

水
道
メ
ー
タ
ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

（
銀
色

の
も
の
）

を
見
る
。

パ
イ

ロ
ッ
ト

が
回
転

し
て
い

れ
ば
、

ど
こ
か
（
メ
ー
タ
ー
か
ら
家
側
の
水

道
管
）
で
漏
水
し
て
い
ま
す
が
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
な
け
れ

ば
、
漏
水
し
て
い
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
建
設
課
水
道
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
２７
年
度
（
平
成
２６
年
分
）
税
申
告
相
談
に
つ
い
て

税
申
告
相
談
を
役
場
本
庁
に
て
行
い

ま
す
。
申
告
が
必
要
な
方
は
、
次
の
日

程
に
て
申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
告
会
場

役
場
２
階

ス
ダ
チ

（
２
０
１
）（
旧
委
員
会
室
）

●
申
告
相
談
期
間

平
成
２７
年
２
月
１２
日（
木
）〜
３
月
１３

日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

上

分

２
月
１２
日（
木
）、
１３
日（
金
）

下

分

２
月
２３
日（
月
）〜
２５
日（
水
）

左
右
内
・
全
地
区

２
月
１６
日（
月
）

神

領

２
月
１７
日（
火
）〜
２０
日（
金
）

鬼
籠
野

３
月
４
日（
水
）〜
６
日（
金
）

阿

川

３
月
９
日（
月
）、
１０
日（
火
）

広

野

２
月
２６
日（
木
）、
２７
日（
金
）、３
月
２
日（
月
）、３
日（
火
）

詳
し
く
は
、
税
務
保
険
課

町
民
税

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

徳
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
と
納
税
は
お
早
め
に
！

確
定
申
告
会
場
は「
ア
ス
テ
ィ
と
く
し
ま
」

総
務
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６－
１
１
１
１

Ｉ
Ｐ
２
０
０
１

建
設
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６－

１
５
１
４

Ｉ
Ｐ
２
０
１
５

振替納税の方の口座振替日

４月２０日（月）

４月２３日（木）

口座振替は利用できません

☆申告書はご自分で書いて、できるだけ郵送等で提出してく
ださい。
☆国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で所
得税及び復興特別所得税、贈与税並びに個人事業者の消費
税（地方消費税を含む）の申告書を作成することができま
す。ぜひご利用ください。
☆納期限までに最寄りの金融機関で納付を済ませてください。
☆振替納税を利用している方は、確実に残高の確認をしてく
ださい。

申告・納付期限

３月１６日（月）

３月３１日（火）

３月１６日（月）

税 目
所 得 税 及 び
復興特別所得税
個人事業者の消費
税及び地方消費税
贈 与 税

期 間

２月２日（月）～３月１６日（月）
３階第２特別会議室
（土・日・祝日を除く。ただ
し、２月２２日及び３月１日の
日曜日は確定申告の相談・
申告書の受付を行います。）

☆受付時間は午前９時～午後４時まで（午後４時以降
は受付できません。）。
☆この期間、徳島税務署庁舎内には、確定申告会場を
設けておりません。
☆アスティとくしまの駐車場については、有料（１日
２００円）となりますので、ご理解とご協力をお願い
いたします。

会 場

アスティとくしま
（徳島市山城町東浜傍示１）

水道管を寒さから守ろう！

凍結して水が出ないときは
・タオルをかぶせ、その
上からゆっくりとぬる
ま湯をかけましょう。

熱湯はかけないでください。
破裂、ひび割れの原因
になります。

凍結を防止するには
・保温材で被い、濡れな
いようにビニールテー
プを巻きましょう。
・夜の冷え込みが厳しい
と予想されるときは湯
沸器などの水抜きをし
ましょう。
・じゃ口から細く水を出し
ておくことも有効です。

パイロットマーク

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６－

１
１
１
５

Ｉ
Ｐ
２
０
０
５

平成２７年１月１５日発行１３



国及び地方を通じた自動車関連税制の見直しに伴い、平成２７年度から軽自動車税の税率が変更に
なります。また、グリーン化税制を進める観点から、最初の新規検査から１３年を経過した三輪以上
の軽自動車について、税率が引き上げられます。

◆三輪、四輪の軽自動車◆
平成２７年度課税から三輪及び四輪の軽自動車について、「最初の新規検査」によって新税率が適用

されます。
なお、「最初の新規検査」については自動車検査証の『初度検査年月』で確認できます。

税 率（年税額）

最初の新規検査から
１３年を経過した車両

（ウ）

４，６００円

８，２００円

１２，９００円

４，５００円

６，０００円

平成２７年４月１日以
後に最初の新規検査
をした車両（イ）

３，９００円

６，９００円

１０，８００円

３，８００円

５，０００円

平成２７年３月３１日ま
でに最初の新規検査
をした車両（ア）

３，１００円

５，５００円

７，２００円

３，０００円

４，０００円

軽自動車

三輪

営業用

自家用

営業用

自家用

乗用

貨物用

四輪以上

（ア）平成２７年３月３１日以前に最初の新規検査をした軽自動車については、現在の税率から変更はありません。
ただし、平成２８年度課税から（ウ）に該当する場合があります。

（イ）平成２７年度課税から、平成２７年４月１日以後に最初の新規検査を受けるものから新税率が適用されます。
（ウ）平成２８年度課税から、最初の新規検査から１３年経過した三輪、四輪の軽自動車について、重課が導入されます。

ただし、電気軽自動車、天然ガス軽自動車、メタノール軽自動車、混合メタノール軽自動車及びガソリンを内燃機関の
燃料として用いる電力併用軽自動車並びに被けん引車は重課の対象から除きます。

◆軽自動車税の税負担の変化（自家用・乗用の例）◆
●平成２６年１２月現在、軽自動車を保有している場合

●平成２７年５月に新車に買い換えた場合

●平成２７年５月に中古車に買い換えた場合

軽自動車税 税制改正のお知らせ

１４広報かみやま No.２９６



町からのお知らせ町からのお知らせ

固
定
資
産

◆
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
な
ど
は
必

ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
、
土
地
・
家
屋
等
を
所
有
す
る
人

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
建
物
を
取
り
壊
し

た
り
、
焼
失
さ
れ
た
時
は
、
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
翌
年
よ
り
、
滅
失
分
の
固

定
資
産
税
が
か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
既
に
な
く
な
っ

た
建
物
に
も
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
住
宅
の
滅
失
等
に
よ
り

「
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特

例
」
の
適
用
が
外
れ
、
土
地
の
税
額
が

高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
償
却
資
産
の
申
告
は
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す

神
山
町
内
に
工
場
、
商
店
、
土
木
建

設
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
に
用
い
る
事

業
用
資
産
（
自
己
の
使
用
す
る
も
の
だ

け
で
な
く
、
他
人
に
貸
し
付
け
て
い
る

も
の
も
含
む
）
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
償

却
資
産
の
申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
保
険
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
提
出
期
限

平
成
２７
年
１
月
３０
日（
金
）

○
問
合
せ
先

神
山
町
税
務
保
険
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６－

１
１
１
５

Ｉ
Ｐ
電
話
２
０
０
５

政
治
家
寄
附
禁
止

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
２７
年
２
月

１
日
現
在
で
「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス

は
、
農
林
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
国
や
都

道
府
県
、
市
区
町
村
は

も
ち
ろ
ん
各
方
面
に
わ

た
り
、
広
く
利
用
で
き
る
総
合
的
な
統

計
資
料
を
得
る
た
め
の
調
査
で
す
。

全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
農
林
業
関
係
者
を
対
象
に
行
わ

れ
る
『
農
林
業
の
国
勢
調
査
』
と
も
い

う
べ
き
も
の
で
す
。

平
成
２７
年
１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を

営
ん
で
い
る
皆
様
の
と
こ
ろ
に
調
査
員

が
訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経

営
状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
住
民
課
統
計
担
当
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
は
そ
れ
で
い
い
の
？

「
見
直
し
ま
し
ょ
う
ご
み
捨
て
の
マ
ナ
ー
」

ご
み
の
正
し
い
分
別
へ
の
お
願
い
で

す
。最

近
、
地
区
の
収
集
か
ご
に
、
生
ご

み
や
、
分
別
せ
ず
数
種
類
の
ご
み
が
混

ざ
っ
た
も
の
、
指
定
袋
を
使
用
し
て
い

な
い
も
の
な
ど
、
回
収
で
き
な
い
ご
み

を
捨
て
て
い
く
方
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
原
則
と
し
て
、
回
収
さ
れ
ず
に
残

さ
れ
た
ご
み
は
、
地
区
の
方
に
分
別
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

捨
て
た
方
は
、
誰
が
捨
て
た
か
分
か

ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
周
り
の
方
々
、
誰
か
は
必
ず

見
て
い
ま
す
。
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ

と
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
は
捨
て
た
本

人
だ
け
な
ん
て
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
ご
み
は
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

何
ご
み
に
分
別
さ
れ
る
の
か
分
か
ら

な
い
、
い
つ
ど
こ
へ
捨
て
た
ら
い
い
の

か
、
な
ど
些
細
な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ

ん
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
住
民

課
の
環
境
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

求
職
者
支
援
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保
険
を

受
給
で
き
な
い
求
職
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
職
業
訓
練
（
介
護
・
パ
ソ
コ

ン
・
医
療
事
務
）
な
ど
を
通
じ
て
、
早

期
就
職
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
求
職

者
支
援
訓
練
の
受
講
に
関
す
る
説
明
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
「
求
職
者
支
援
訓
練
受
講
説
明
会
」

の
開
催
日
時
（
事
前
予
約
不
要
）

２
月
３
日（
火
）１０
時
〜
１１
時
３０
分

２
月
１７
日（
火
）１０
時
〜
１１
時
３０
分

３
月
３
日（
火
）１０
時
〜
１１
時
３０
分

３
月
１７
日（
火
）１０
時
〜
１１
時
３０
分

�
徳
島
公
共
職
業
安
定
所

�
６
２
２－

６
３
７
４

住
民
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６－

１
１
１
３

Ｉ
Ｐ
２
０
０
３
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～新成人の皆さんへ～
２０歳になったら国民年金

国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考

えで作られた仕組みです。

具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年をとったときや、病

気やケガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができ

る制度です。

国民年金のポイント

◎将来の大きな支えになります

国民年金は２０歳から６０歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。国が責任を持って運

営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

◎老後のためだけのものではありません

国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金

は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が死亡した場

合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れ

ます。

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

★学生納付特例制度

学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料

の納付が猶予される制度です。

対象となる学生は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門

学校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校

に在学する方です。

★若年者納付猶予制度

学生でない３０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険

料の納付が猶予される制度です。

詳しくは徳島北年金事務所 電話０８８－６５５－０２００ または
住民課年金係 電話０８８－６７６－１１１３（IP２００３）までお問い合わせください。

りりよよだだ金金年年民民国国

１６広報かみやま No.２９６
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※ 体重・年齢・体の動かし方によってひとり
ひとりちがいますが、おおよその目安です。

健康づくりシリーズ�

私たちは、生きていく上で必要なエネルギーを毎回の食事からとっています。
なかでも、「主食」として食べるごはん・パン・麺類などの炭水化物は、体の中で「ブドウ糖」と

いう栄養素に変わるとても重要な栄養素の一つです。特に脳は「ブドウ糖」をエネルギー源にして
いるため、欠かすことはできません。しかし、食べ過ぎると肥満や糖尿病の原因になりかねません。
今回は、主食になる穀類の目安についての学習です。

１日の摂取量の目安

１日の活動が１時間程度の歩行と
座って過ごす事が多い生活の場合

ごはん（精白米）の量の目安

女性用茶碗に軽く１杯分 ＝ 約１００g ＝ 約１６０キロカロリー
男性用茶碗に軽く１杯分 ＝ 約１５０g ＝ 約２４０キロカロリー

同じカロリー量になる量は？

ごはん１００gと同じカロリーになる
「主食」となる穀物類の目安です。
「主食」をごはん以外のもので食べる
ときの目安にしましょう。

皆さんが食べている「主食」の量はいかがでしょうか？
表を参考に『食』について考えてみませんか。

お問い合わせ・健康に関するご相談は 神山町健康福祉課予防係 ６７６－１１１４ IP２００４

炭水化物の量を知ろう！～主食になる穀類の目安～

１回（１食）の
ごはんの量

１５３g
１１３g

１日のごはんの量

４６０g
３４０g

５０歳以上、体重６５㎏の場合
５０歳以上、体重５５㎏の場合

男 性
女 性

もち
※家庭のもちの重さを
量ってみましょう。

７０g
１個と１／２個

食パン

６０g
６枚切を１枚

乾めん（スパゲティー、
うどん、そうめん、
そば、中華めん）

４０g
１人前で束ねている
商品であれば１／２束

生うどん
生そば

６０g
１／２玉

食品名

重 量

目 安

ごはんは炊いた
状態です！

表のみかた
例えば、生うどんで食べるなら１／２玉が

ごはん１００gと同じカロリーになります。
うどんを１玉食べるとごはんを２００g食

べたことと同じになり、女性用茶碗に軽く
２杯食べたことになります。

１８広報かみやま No.２９６
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介護予防シリーズ�

�������	
��
���
前号に続き「ロコモティブシンドローム」の予防について、今回は運動器の機能向上を図るための
食生活について見直してみましょう。
「ロコモ」を防ぐための食生活は、「骨を丈夫にする」「適正体重を保つ」「バランスよく食べる」こ
とが大切です。

�������	
��
�
ビタミンDはカルシウムの吸収に欠かせませ
ん。レバー、牛乳、カツオ、イワシ、椎茸など
に多く含まれています。また、ビタミンDは
適度に日光に当たることで体内で自然に作られ
ます。日光浴の習慣も大
切です。
加工食品やレトルト食品
は食べ過ぎるとカルシウ
ムの吸収を妨げてしまい
ます。
骨の健康を守るために塩
分やカフェインの摂り過
ぎにも注意をしましょ
う。

������������
①主食：炭水化物（ご飯・パン・麺類等）
②主菜：タンパク質（魚・肉・卵・大豆製品等）
③副菜：ビタミン＆ミネラル（野菜・海藻等）
④デザート：果物・乳製品等

高齢になると食が細くなることもあるので、注
意しましょう。
おやつを加えて栄養を補うなどバランスに気を
つけましょう。

お問い合わせは…地域包括支援センター 電話：６７６－１１８５（IP：２０３１）

�������� �
骨折を防ぎ、丈夫な骨を作るために「カルシウ
ム」を積極的に摂りましょう。
������!"#$�%
&'%
()*+,-./
01'%
234

56�7"��� �
筋肉に重要な栄養素はタンパク質で、肉・魚・
卵・乳製品、大豆製品に多く含まれます。高齢
になると、肉・魚類が不足しがちです。偏らな
いように摂りましょう。

また、筋肉の減少を予防するためにビタミンB６
も一緒に摂りましょう。

平成２７年１月１５日発行１９



１月２６日は「「文文化化財財防防火火デデーー」」

文化財防火デーの制定は、昭和２４年１月２６日に、現存する世界最古の木造

建造物である法隆寺（奈良県斑鳩町）の金堂が炎上し、壁画が焼損したこと

を契機としています。

この事件は国民に強い衝撃を与え、火災等の災害による文化財

保護の危機を深く憂慮する世論が高まり、翌年の昭和２５年に文化

財保護の統括的法律として文化財保護法が制定されました。その

後、昭和２９年１１月３日に法隆寺金堂の修理事業が竣工し、文化財

保護行政も確立するとともに、文化財保護思想の一層の強化徹底

を図るために普及啓発事業が行われるようになりました。

その一環として…

① 法隆寺金堂が焼損した日であること。

② １月と２月が１年のうちで最も火災が発生しやすい時期であること。

上記２つの理由により、昭和３０年に当時の文化財保護委員会（現在の文化庁）と国家消防本部（現

在の消防庁）が１月２６日を「文化財防火デー」と定めました。以来、この日を中心に、各都道府県

教育委員会・各消防署・文化財所有者の協力を得て、文化庁と消防庁が連携協力し、全国各地で防

火訓練等の文化財防火運動を展開しています。

神山町内にある国定文化財粟飯原家住宅

１１９

消防署だより

消消防防署署へへのの緊緊急急連連絡絡はは
IP 電 話 ２１１９番（１１９番通報はできません）
加入電話 １１９番 又は（０８８－６７６－１１９９）
携帯電話 １１９番 又は（０８８－６７６－１１９９）

法隆寺金堂

今回の訓練場所は下分字黒口にある善長寺

２０広報かみやま No.２９６



１１０

駐在所だより

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																																																																																											





















































































































































































































����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
～携帯電話等による通報は現場から～
「１１０番」町民の皆様と警察を結ぶホットラインとして、２４時間体制で、皆さんの安全で平穏な暮らしを守って

います。

携帯電話やスマートフォンの普及に伴い、それら携帯電話等からの１１０番通報が年々増加

し、全体の７割近くを占めています。

市外局番なしの“１１０”番でつながりますが、携帯電話等からの通報は、事件・事故発生

場所の特定に時間を要したり、話の途中で通話が切れるなどして、警察官の現場臨場に時間

を要することがあります。

次のことに気を付けて１１０番通報をしてください。

★ 現場を離れず通報を！
現場を離れて通報した場合、目標物がわからず、場所の特定にかなり時間を要します。できるだけ現場から

１１０番してください。

また通話中に移動すると、電波状態が変わり通話が切れるおそれがあります。

★ 停止（車）して通話を！
通話が途切れるだけではなく、交通法規上からも停止（車）した状態で通話をしてください。

★ 大きな声で話を！
付近の雑音などの影響により、聞き取りにくいことがあります。できるだけ大きな声で話をしてください。

★ 通話後電源を切らない！
１１０番通話後、警察官から再度通報者の方へ電話をかける場合があります。しかし、電源を切られていると

通話ができません。通話後、電源を切らないでください。

・・・・・・・・・・・・・ そして次のようなことを、お教え下さい ・・・・・・・・・・・・・

①事件ですか？事故ですか？

②それはいつですか？

③場所はどこですか？

④犯人等を見ましたか？

⑤現場はどうなっていますか？

けが人はいますか？

被害状況は？

⑥あなたのことを教えてください。

氏名・年齢・性別

連絡先（電話番号）など
お名前、住所、電話番号など人相や服装、逃走方向、車種など

平成２７年１月１５日発行２１



まちのたからもの
た

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

下分保育所
阿波の輪サンバTV撮影

１２月１１日、下分保育所で、子ども
たちが主役のテレビ番組「みんなで
踊ろう！阿波の輪サンバ」の撮影が
行われました。
これは、ケーブルテレビ徳島が放

送エリア内の保育所などに依頼して
いるもので、今回は下分保育所の子
どもたちのいつもの風景や、３歳か

ら５歳児たちが、歌のお姉さんたち
と一緒に阿波の輪サンバを踊る様子
を撮影しました。
保育所の先生は、最初に阿波の輪

サンバを見たときは子どもたちには
難しいのではと思ったそうですが、
子どもたちの覚えが早く、喜んで
踊ってくれたと話していました。ま
た、子どもたちからも「とても楽し
かった、放送日が楽しみ、また踊り
たい」などの感想が聞かれました。

※放送は１月下旬から２月上旬の予
定です。詳しい日時は、ケーブル
テレビ徳島にお問合せください。

お問合せ電話番号 ０８８－６５５－４０００

～緑黄色野菜で元気な細胞をつくろう～

�������
■材 料 ４人分

レタス（淡色野菜） ……２枚（５０g）
トマト（緑黄色野菜）…１個（１３０g）

※好みで、レーズンやクルミを砕
いたものを加えても美味しい。

■作り方
①人参は、スライサーでせん切りにし、レンジで３分ほど加熱し、冷まし
ておく。極細にすれば、生でもよい。
②カッコの調味料を混ぜ合わせておく。
③①と②を混ぜ合わせ、レタス、トマトと共に盛りつける。

ドレッシングの味を変えたり、酢・塩・こしょう・オリーブ油で和えたり、ごま和
えにしたりとアレンジしてみましょう。冬は、風邪など感染症の流行る時期です。
免疫力を強化するためには緑黄色野菜が必要です。人参は保存も利くので、緑黄色
野菜として、常時ストックしておくことをおすすめします。

人参（緑黄色野菜）…１本（１５０g）
イタリアンドレッシング …小さじ１
酢 ……………………………小さじ１
�
�
�
�粒マスタード ………………小さじ１

ワンポイント
アドバイス

������

野菜１日３５０g！

栄養価１人分：エネルギー３１kcal、たんぱく質０．５g
脂質１．０g、塩分０．１g 野菜総重量８３g

�������		
�

▲３～５歳児が２つのグループに分かれて踊りました

次回は平成２４年～２６年生まれ
で３月４月が誕生日の子（町
内に住所を有すること）を募
集します。
掲載を希望する方は、役場
広報編集委員会まで写真を送
付してください。締切は２月
１５日です。
※掲載回数は１回までです。
複数回の掲載はできませんの
でご了承ください。

にしうち しょう ご

西内 正悟くん
H２６．２．１６生（１歳・男）

下分字東稲原
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▲２歳児教室の
撮影の様子

▲０～１歳児教室の
撮影の様子

▲シールのプレゼントをもらって記念撮影

２２広報かみやま No.２９６
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